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閑
談

千
里
山
会
創
立
ま
で

十
四
回
生

崎

昆

柿

千
里
山
会
が
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
た
こ
と
に
、
心
か
ら

の
お
喜
び
と
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

二
十
年
前
一
九
九
七
年
に
千
里
山
会
の
創
立
総
会
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
遡
る
こ
と
四
半
世
紀
以
上
も
前
の

こ
と

一
九
七

一
年
に
千
二
の
東
京
に
於
け
る
初
め
て
の
同
窓

会
が
、
新
宿
で
産
声
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
創
立
総
会
ま
で
の
長
い
期
間
を
ご
存
知
な
い
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
私
の
記
憶
に
あ
る
こ
と
を
ま
と

め
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
日
の
記
念
総
会
の
座
興
に

な
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

大
阪
に
千
二
同
窓
会
は
元
来
無
か
っ
た
の
で
、
当
然
関
東

支
部
的
な
発
足
を
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
京
近
郊

在
住
の
戦
前
の
卒
業
生
ば
か
り
で
な
く
転
勤
族
の
多
か
っ
た

千
里
山
で
の
在
学
経
験
者
も
加
わ
り
、

「千
二
校
同
窓
生
の
集

い
」
が
今
か
ら
四
六
年
前

一
九
七

一
年
に
、
新
宿
で
二
六
名

の
熱
い
千
二
校
へ
の
思
い
入
れ
に
よ
り
東
京
で
は
初
め
て
の 吾

集
ま
り
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
二
三
年
の
時
を
経
て

一
九

九
四
年
に
池
袋
で
三
三
名
に
よ
る
東
京
同
窓
会
が
復
活
し
、

翌
年
九
五
年
の
銀
座
で
は
七
五
名
と

一
気
に
戦
後
世
代
に
参

加
者
が
拡
が
り
ま
し
た
。

復
活
後
二
年
続
い
た
の
で
、
毎
年
催
行
の
上
昇
気
運
が
感

じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
次
の
復
活
後
の
第
三
回
目
の
同
窓
会

は
本
格
同
窓
会
の
組
織
づ
く
り
、
そ
の
翌
年
は
正
式
会
名
に

よ
る
創
立
総
会
を
展
望
す
る
時
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

三
段
跳
び
に
は

「助
走

・
ホ
ッ
プ

・
ス
テ
ッ
プ

・
ジ
ャ
ン

プ

・
着
地
」
と
あ
り
ま
す
が
、
助
走
を
新
宿
で
の
「
千
二
校

同
窓
生
の
集
い
」
と
し
、
着
地
を
「
千
里
山
会
創
立
総
会
」

と
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
間
の
復
活
第
一
回

1
第
二
回

に
つ
い
て
は
、
ひ
ょ
ん
な
出
会
い
か
ら
私
が
暗
中
模
索
し
て

い
た

一
・
二
回
目
の
ホ

ッ
プ

・
ス
テ
ッ
プ
を
ロ
回
生
福
山
博

寿
氏
と
は
回
生
宇
野
(
田
中
)
博
氏
、

三
回
目
の
ジ
ャ
ン
プ

は
9
回
生
飯
島
泰
蔵
氏
を
中
心
に
思
い
出
す
ま
ま
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
れ
で
は

一
九
七

一
年
の
助
走
が
こ
れ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

9
回
生
藤
田
田

・
宇
野
降
造

・
疋
田
敬

一
郎

ロ

回

生

福
山
博
寿
日
回
生
三
笠
洋

一
・
三
分

一
克
美

・
宇
野
(
田
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中
)
博
の
七
名
(
現
在
一
名
三
分
一
氏
)
の
方
々
が
集
ま

っ
て
、
同
窓
会
開
催
の
た
め
東
京
近
郊
在
住
者
の
名
簿
作
成

に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
知
り
う
る
か
ぎ
り
の
在
住
者
か
ら

の
情
報
、
母
校
、
千
里
山
、
そ
の
他
縁
故
を
辿
っ
て
卒
業
生

・

在
学
経
験
者
四

O
名
の
名
簿
作
成
に
成
功
さ
れ
た
ご
努
力
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。

こ
の
新
宿
で
の
「
千
二
校
同
窓
生
の
集
い
」
に
は
二
六
名

の
方
々
が
馳
せ
参
じ
、
こ
の
旗
揚
げ
に
は
9
回
生
を
筆
頭
に

大
き
な
古
時
計
の
作
詞
者
口
回
生
保
富
康
午
氏
、
今
日
の
同

窓
会
に
ご
出
席
の
日
回
生
平
井
(
三
谷
)
万
里
子

・岡
村
(
河

合
)
貞
子
両
氏
の
名
も
あ
り
ま
す
。
出
席
報
告
さ
れ
て
い
た

日
回
生
南
部
(
糠
津
)
敦
子
氏
が
、
直
前
に
都
内
の
交
通
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
て
亡
く
な
ら
れ
た
の
は
、
国
民
的
に
人
気

の
あ
っ
た
方
だ
け
に
痛
恨
事
で
し
た
。

助
走
期
聞
が
長
か
っ
た
の
は
、
時
代
が
高
度
成
長
期
の
真

つ
只
中
、
殆
ど
の
方
が
四
十
歳
代
の
働
き
盛
り
の
年
代
層
で
、

次
回
の
集
合
を
掛
け
る
の
が
難
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

一
九
九
三
年
の
秋
晴
れ
の
日
、

道
玄
坂
を
歩
い
て
い
た
と

き
前
掲
七
人
の
一
人
フ
ク
ヤ
ン
こ
と
ロ
回
生
福
山
博
寿
氏

に
バ
ッ
タ
リ
出
会
い
ま
し
た
。
二
年
先
輩
で
家
は
至
近
の
距

に
頼
ん
ど
い
た
ら
用
意
し
と
い
て
く
れ
る
や
ろ
」
い
つ
も
の

芝
居
の
練
習
の
と
き
が
そ
う
な
の
か

・
・
・

戦
前
の
二
年
先

輩
は
今
と
違
っ
て
重
み
が
違
い
ま
す
。
不
安
と
や
る
気
の
交

錯
し
た
複
雑
な
思
い
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
が
私
の
仕
事
と
な
り
二
か
月
間
を
前
述
の
名
簿

を
使
っ
て
先
ず
三
十
名
に
案
内
状
を
出
し
、
電
話
と
F
A
X

を
駆
使
し
て
、
い
よ
い
よ
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

一
九
九
四
年
七
月
二
九
日
は
、
運
悪
く
開
会

一
時
間
前
か

ら
夕
立
が
降
り
、
会
場
も
分
か
り
易
い
場
所
と
は
言
え
ず
、

暗
然
と
し
た
気
持
ち
で
入
口
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
幼
顔
を
の
こ
し
た
覚
え
の
あ
る
男
女
の
方
が
次
々
と
会
場

へ
入
っ
て
こ
ら
れ
、
開
会
時
間
に
は
な
ん
と
三
三
名
の
方
の

来
会
に
安
堵
で
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
凶
回
生
清
水
健

至

・
口
回
生
宮
中
博

・
同
回
生
片
山
章
の
諸
氏
が
サ
ポ

ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。

8
回
生
か
ら
凶
回
生
ま
で
の
在
学
さ
れ
た
時
代
と
言
え

ば
、
昭
和
六
年
満
州
事
変
か
ら
十
二
年
支
那
事
変

・
十
六
年

大
東
亜
戦
争

・
二
十
年
敗
戦

・
二
二
年
平
和
憲
法
ま
で
の
時

代
で
、
学
校
名
は
千
里
第
二
尋
常
小
学
校

・
国
民
学
校
時
代

に
少
年
少
女
時
代
を
過
ご
し
た
方
々
で
す
。
混
乱
と
貧
困
で

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
明
治
以
来
の
近
代
国
家
の
結
末
を
千
里

離
で
育
ち
ま
し
た
か
ら
知
り
尽
く
し
た
間
柄
で
す
。
奄
美
大

島
出
身
の
ご
両
親
の
血
筋
か
ら
独
特
の
風
貌
と
声
量
が
あ
り
、

関
大
で
は
演
劇
部
に
所
属
し
て
ま
し
た
。
三
十
年
ぶ
り
に
会

っ
た
時
は
す
で
に
劇
団
人
福
山
象
三
の
芸
名
で
「
網
走
番
外

地」

「
水
戸
黄
門」

「
暴
れ
ん
坊
将
軍
」
な
ど
悪
役
で
出
演
し

て
ま
し
た
が
、
年
を
経
て
好
々
爺
の
役
柄
も
目
に
付
く
よ
う

に
な
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
出
会
い
が
同
窓
会
復
活
の
踏
み
切
り
に
な
る
と
は
全

く
思
い
も
せ
ず
、
聞
き
覚
え
の
あ
る
太
い
声
の
大
阪
弁
で
、

「
長
い
こ
と
千
二
の
同
窓
会
や
っ
て
へ
ん
ね
ん
。
久
し
振
り

に
や
っ
た
ろ
う
思
て
ん
ね
ん
け
ど
手
っ
と
う
て
く
れ
へ

ん
?
」
「へ

え
l
、
え
え
こ
と
で
す
ね
1
、
僕
で
よ
け
れ
ば

・
・
-
」

か
ら
は
じ
ま
り
、
翌
年
の
一
九
九
四
年
の
晩
春
に
フ
ク
ヤ
ン

ご
指
定
の
会
場
の
下
見
と
な
り
ま
し
た
。
池
袋
の
西
口
、
芸

術
劇
場
の
横
を
通
っ
て
数
分
の
と
こ
ろ
。
こ
じ
ん
ま
り
し
た

貸
し
ビ
ル
の
地
下
一
階
に
案
内
さ
れ
、
そ
こ
は
芝
居
の
練
習

小
屋
ら
し
く
、
薄
暗
い
ガ
ラ
ン
と
し
た
部
屋
に
裸
電
球
が
い

く
つ
か
燈
さ
れ
、
真
中
に
小
さ
な
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
ぽ
つ

ん
と
あ
る
だ
け
、
「
三
十
人
は
大
丈
夫
や
で
」
と
の
話
に
「
食

べ
物
や
飲
み
物
は
?
腰
掛
と
か

・
・
・

」
「
う
ん
、
お
ば
さ
ん

山
で
体
験
さ
れ
た
人
達
で
、
東
京
に
在
っ
て
同
窓
会
の
開
会

を
希
求
し
て
い
た
思
い
に
溢
れ
た
同
窓
会
で
し
た
。
終
始
興

奮
気
味
で
最
上
級
生
の
伊
藤
(
宍
戸
)
清
子
さ
ん
が
「
わ
た

し
ピ
ア
ノ
弾
い
た
げ
る
」
の
声
に
男
子
は

「
庚
瀬
中
佐
」
女

子
は
「
婦
人
従
軍
歌
」
そ
し
て
皆
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡

の
旋
律
を
と
っ
た
「
仰
げ
ば
尊
し
わ
が
師
の
恩
」
を
合
唱
し

て
御
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
長
い
助
走
の
あ
と
の
東
京
同
窓
会
が
賎
の
馬
小

屋
で
ホ
ッ
プ
し
復
活
し
ま
し
た
。
思
う
存
分
に
語
っ
て
飲
ん

だ
あ
と
は
お
決
ま
り
の
「
来
年
ま
た
会
お
う
!
」
で
し
た
が

年
が
明
け
て
夏
が
近
づ
い
て
も
、
翌
年
の
幹
事
を
決
め
な
い

で
散
会
し
て
い
た
の
で
手
が
挙
が
っ
て
き
ま
せ
ん
。
し
か
し

「
誰
か
や
っ
て
く
れ
た
ら
必
ず
行
く
」
と
い
う
雰
囲
気
は
あ

り
ま
し
た
。

一
九
九
五
年
は
私
が
前
年
進
行
係
を
務
め
た
手
前
、
夏
が

過
ぎ
る
と
気
に
な
り
、
ま
ず
は
フ
ク
ヤ
ン
に
電
話
し
た
と
こ

ろ
「
こ
の
秋
は
ア
マ
デ
ユ
ウ
ス
の
巡
業
で
回
る
さ
か
い
き
み

た
の
む
わ
」
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
で
す
か
、
ど
ん
な
役
や
り
は
ん

の
?
」
「
コ
ッ
ク
さ
ん
や
」

・
・
・

こ
れ
で
芝
居
小
屋
は
な
い

な

・
・
・

よ
し
、
同
期
の
宇
野
(
田
中
)
に
相
談
し
よ
う
、

先
の
七
人
の
発
起
人
の
一
人
で
、
銀
座
一
丁
目
に
た
し
か
会
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席
座
敷
を
も
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
こ
こ
で
は
回
生
京
樽
会
長

田
中
博
氏
を
訪
ね
て
持
ち
掛
け
た
と
こ
ろ
「
ま
か
し
と

け
1

」
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
社
長
日
回
生
片
山

章
の
両
氏

で
全
面
的
に
肩
入
れ
し
て
く
れ
て
、
同
窓
会
は
初
め
て
二
年

連
続
催
行
と
な
り
ス
テ
ッ
プ
し
た
の
で
し
た
。

し
か
し
、
定
員
五
四
人
の
座
敷
に
閑
古
鳥
が
鳴
い
て
は
と

朝
日
・
読
売
の
無
料
の
同
窓
会
三
行
広
告
も
利
用
し
、
ま
た

学
年
の
情
報
通
ら
し
き
お
方
へ
働
き
か
け
た
り
し
て
、
直
前

に
は
全
体
申
込
み
人
数
が
七
五
名
に
な
っ
て
吃
驚
仰
天
し
、

急
逮
館
内
の
小
和
室
を
借
り
て
二
室
運
行
に
汗
顔
陳
謝
し
、

6
1
口
回
生
五
五
名
と
、

u
i
話
回
生
二
十
名
に
分
け
、

開
会
と
閉
会
は

一
堂
に
会
し
て
別
室
代
表
の
挨
拶
を
同
回

生
寺
津
美
代
子
氏
に
頼
ん
で
復
活
第
二
回
目
の
東
京
同
窓
会

が
進
行
し
ま
し
た
。

当
日
の
最
上
級
生
で
日
本
的
木
管
楽
器
奏
者
コ
ボ
ン
チ
ャ

ン
こ
と
6
回
生
井
上
敬
三
氏
が
畳
の
上
で
「
ふ
る
さ
と
」
を

ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
で
聴
か
せ
て
く
だ
さ
っ
た
の
も
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
逝
去
な
さ
れ
た
時
は
惜
し
ま
れ
て
五
大
紙
全
地
方

紙
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
9
回
生
藤
岡
田
氏
の
豊
富
な

史
料
に
よ
る

「千
里
の
地
名
の
由
来
」
の
解
説
は
、
後
年
総

会
時
で
の
講
演
の
先
例
と
な
り
ま
し
た
。
遠
く
は
仙
台
や
大

り
ま
し
た
。
8
回
生
武
蔵
宏

・
9
回
生
飯
島
泰
蔵

・
叩
回

生
平

一
秀
の
三
氏
連
名
に
よ
る
お
願
い
文
を
O
B
・
O
G
に

発
送
し
百
名
に
近
い
賛
同
者
に
よ
り
六
十
万
円
余
の
額
が
集

ま
り
、
そ
の
後
の
会
の
運
営
を
支
え
る
運
転
資
金
が
確
保
さ

れ
ま
し
た
。
会
計
職
務
に
は
戦
時
中
に
隣
組
問
土
の
四
回
生

白
鳥
摂
子
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
規
約
原
案
で
は
「
幹
事
会

・
会
長
制」

か

「
世
話
人
会

・
世
話
人
代
表
制
」
か
の
検
討
が
あ
り
、
後
者

と
す
る
こ
と
を
決
め
て
発
足
し
、
総
務
責
任
者
の
私
は
主
な

会
務
の
会
計

・
会
員
(
名
簿
)
・
会
誌
等
を
総
括
し
、
世
話
人

代
表
と
連
携
し
て
総
会
の
開
催
運
行
の
実
務
を
担
う
。

第
三
回
東
京
同
窓
会
は
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
経
営
の
銀
座
あ
し

ベ
ホ
ー
ル
で
八
七
名
出
席
の
も
と
規
約
原
案
が
承
認
さ
れ
、

世
話
人
代
表
に
飯
島
泰
蔵
氏
を
選
任
し
、
新
し
い
会
名
の
公

募
を
実
施
、
日
回
生
伏
見
千
瑞
子
氏
が
提
案
の
「
千
里
山
会
」

が
決
ま
り
、
合
唱
同
好
会
は
千
里
山
会
合
唱
隊
と
し
て
総
会

に
花
を
添
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
誌
の
刊
行
で
は
口

回
生
高
橋

二
ニ
氏
に
助
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
窓
会
は
親
睦
を
目
的
と
す
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
が
、
毎
回
完
結
型
を
解
消
し
て
発
展
的
に
組
織
運
営
型
に

移
行
す
る
体
制
が
整
っ
た
年
に
な
り
ま
し
た
。

阪
、
関
東
近
郊
か
ら
の
参
加
に
千
二
校
な
ら
で
は
の
紳
と
熱

気
を
感
じ
た
の
と
、
前
固
ま
で
の
戦
前
卒
業
生
の
仲
良
し
倶

楽
部
か
ら
一
挙
に
昭
和
三
十
年
代
ま
で
の
戦
後
世
代
の
卒
業

生
に
ま
で
大
き
く
拡
が
っ
た
の
に
は
感
動
し
ま
し
た
。
し
か

し
そ
の
後
直
ぐ
に
福
山
博
寿
氏
、
次
い
で
げ
回
生
美
川
英
二

氏
が
横
河
電
機
の
現
役
社
長
で
急
逝
さ
れ
惜
し
ま
れ
ま
し
た
。

さ
て
気
運
は
上
向
き
で
毎
年
催
行
と
な
る
と
、
こ
れ
ま
で

の
毎
回
完
結
型
で
は
無
責
任
な
同
窓
会
に
な
り
か
ね
ず
、
先

ず
は
翌
年
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
諸
々
の
体
制
を
整
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
組
織
運
営
が
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
る
、

こ
う
い
う
時
は
先
賢
に
聞
く
に
限
る
、
ま
ず
は
カ
イ
ゼ
ル
髭

の
9
回
生
岸
副
(
妻
木
)
恵
介
氏
を
私
宅
に
訪
ね
「
何
方
か

先
輩
で
適
任
者
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
申
し
た
と
こ
ろ
言

下
に
「
9
回
生
飯
島
泰
蔵
が
最
適
任
や
」
と
の
言
葉
に
元
気

づ
き
以
後
は
何
事
も
師
事
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
東

京
工
大
名
誉
教
授
で
勲
三
等
工
学
博
士
「
ボ
ケ
の
理
論
」
の

開
発
者
と
申
し
て
も
身
近
な
郵
便
番
号
の
読
み
取
り
も
そ
の

一
端
と
言
う
と
解
り
や
す
い
。
国
立
先
端
科
学
技
術
大
学
院

大
学
副
学
長
、
私
な
ど
と
は
世
界
の
異
な
る
大
先
輩
で
千
二

校
に
は
並
々
な
ら
ぬ
愛
着
の
持
主
で
す
。

一
九
九
六
年
の
ジ
ャ
ン
プ
の
年
は
基
金
の
募
集
か
ら
始
ま

一
九
九
七
年
十

一
月
十
五
日
千
里
山
会
創
立
総
会

会
場
は
銀
座
ラ
イ
オ
ン

6
階
ホ

l
ル

着
地
の
時
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
出
席
者
一

O
八
名
の
名

簿
は
包
囲
生
藤
本
(
古
川
)
道
子
氏
、
会
場
担
当
は
泊
回

生
奥
田
陽

一
氏

・
羽
田
生
服
部
(
児
玉
)
絢
子
氏

・
幻
回

生
萩
原
直
大
氏
ほ
か
に
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。飯
島
世
話
人
代
表
の
挨
拶
と
総
務
責
任
者
の
経
過
報
告
に

つ
づ
い
て
、
大
阪
音
大
名
誉
教
授
6
回
生
藤
井
(
柳
父
)

幸
子
氏
の
祝
辞
と
乾
杯
、
口
回
生
友
野
信
善
氏
指
揮
に
よ
る

合
唱
隊
の
演
奏
で
、
千
里
山
会
創
立
総
会
の
祝
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

了


